
平成２７年度　学校評価結果報告書 川北町立橘小学校 ２８．３．４

評価項目と具体的取組 評価指標 達成度判断基準 取組状況 評価 関係者評価 次年度へ向けて

【学校教育ビジョンの具現化】
　学校教育ビジョンの「本年度の重
点」を理解し、分掌に応じて目標設
定をする。さらに設定した目標の実
現に向けて日々努力する。

【努力指標】
　教職員は「本年度の重点」
を受けて面談シートの目標や
学級経営案を設定し、実現す
ることができたと感じてい
る。

教職員自己評価の割合の合計
A　９０％
(但し、あてはまる＜どちらか
というと
　の場合はB）
B　８０％以上
C　７０％以上
D　７０％未満

　各職員が面談シートにおいてチャレンジ目標として設定
し、中間面談で進捗状況を点検しながら実現に向けて取り組
んできた。

面談シート、教職員自己評価の結果
  ７月　９２％（④８％，③８４％，②８％）
１２月１００％（④２０％，③８０％）
　２月１００％（④４２％，③５８％）
だんだん高くなってはいるが④評価より③評価が多いので

Ｂ

　各自の設定する目標が抽象
的なものでなく、達成可能な
具体性のあるものになるよう
面談を通して確認していく。
さらに目標を精選し焦点化し
ていく。
　また、次年度は各取組の達
成度判断基準を上げ、さらな
る高みをめざしていきたい。

【いじめ問題等への対応】
　兆候を見逃さず、情報を共有し、
いじめ等の問題に対して、早期発見
と迅速な対応を組織的に行う。

【努力指標】
　よりよい人間関係を構築す
るための学級づくりを行い、
児童アンケートや日々の情報
共有により、いじめの芽を見
逃さずに摘み取る対応に努め
ている。

早期発見、迅速な対応に努め
た教職員の割合
A　１００％
(但しあてはまる＜どちらかと
いうと
　の場合はB）
B　９０％以上
C　８０％以上
D　８０％未満

　全職員による情報共有と児童理解の深まりが未然防止・早
期発見・早期対応につながった。年3回のいじめアンケート
の結果、認知件数は0件であった。人間関係のトラブルにつ
いてはその都度指導してきた。
教職員自己評価の結果
  ７月　９２％（④４５，③５５）
１２月  ９１％（④３６，③５５，②９）
　２月１００％（④５４，③４６）
７月１２月は③評価が多かったが２月は④評価が多い。

Ａ
　今後も、いじめアンケート
や面談週間の取組を基軸に、
組織的に迅速誠実公平な対応
に努めていく。

【学力向上】
　わかる授業づくり、朝学習や水曜
補習タイムにおける基礎的事項の習
熟や活用力の学習指導に努め、基礎
的基本的学力の充実、活用力の向上
を図る。

【成果指標】
　取組の結果、基礎学力が充
実し、活用力が向上してい
る。

国語・算数の単元ﾃｽﾄの平均点
が80点以上、
ＣＲＴの達成率が全国平均よ
り＋５以上で
あった学年の割合
A　８０％以上
B　６５％以上
C　５０％以上
D　５０％未満

　授業改善や補習タイムを活用した学習指導の継続、ノート
指導や「ばっちり漢字・算数週間」の取り組みと評価などを
通して基礎基本、活用力の向上に取り組んできた。

判断基準に照らして達成した学年の割合
　７月　Ａ　単元テスト１００％
１２月　Ａ　単元テスト１００％
　２月　Ａ　ＣＲＴ１００％
　　　　　　全学年で国数ともに基準を越えた。

Ａ
　平均点は、80点以上である
が、単元や分野によっては、
基準の80点を下回るものがあ
る。課題と取組について共通
理解したので、再度指導を行
い定着を図っていく。

【学び合い、考えを深める授業づくり】
　国語科「読むこと」領域において説
明文教材の指導法の向上を図り、児
童の主体的な学びのある学習活動を
推進し、確かな学びにつなげる。

【満足度指標】
　考えを深める児童主体の学
び合いの工夫や、学んだこと
を実感できる振り返り活動に
取り組み、児童が学びを深め
られたと感じている。

学び合いの授業で考えが深
まったと感じる児童の割合
A　８０％以上
B　６５％以上
C　５０％以上
D　５０％未満

　学校研究を通して、考えを深める児童主体の学び合いの工
夫や、学んだことを実感できる振り返り活動に取り組んでき
た。

児童アンケートの結果
　７月　Ａ　９６％（④５７，③３９，②４）
１２月　Ａ　９７％（④６４，③３３，②２，①１）

Ａ

　昨年度に引き続き高い自己
評価だが、実態としてまだ自
分の表現が出来ていない児童
もいるので、自分の考えを持
つこと、ペアやグループで交
流し考えを深める授業を学校
研究の重点に位置づけ取り組
んでいきたい。

【読書の質の向上】
　学年「おすすめの本」の指定や、図
書館司書と連携したブックトークや
良書の紹介などを通して、読書の質
の向上を図る。

【成果指標】
　学年のおすすめの本10冊を
読むことができている。

学年「おすすめの本」10冊を
読んでいる児童の割合
A　９０％以上
B　８０％以上
C　７０％以上
D　７０％未満

　司書教諭、学校図書館司書、担任の連携した指導、月ごと
に完読者の表彰、掲示を行うことにより意欲化を図り、全児
童が完読した。

読書記録による結果、読み終えた児童
　７月(4冊以上)　　Ａ　１００％
１２月(8冊以上)　　Ｃ　　７５％
　２月(10冊以上）Ａ　１００％

Ａ
　今後も学校図書館司書との
連携を基に選書の見直しを行
い、良書に親しむ機会を増や
していく。

【家庭学習の充実】
　強化週間を設け、家庭学習の充実
を図る。宿題の量や自主勉強の充実
に努め、学習時間の量と質を充実さ
せる。高学年は、学習内容のモデル
を指導し毎日自主的学習に取り組ま
せる。

【成果指標】
　家庭学習強化週間を設け、
学年×１０分以上の家庭学習
と自主勉強ができている。

強化週間に学年×１０分の学
習時間を達成した児童の割合
A　９０％以上
B　８０％以上
C　７０％以上
D　７０％未満

　3年生以上の自学ノート全児童分を掲示したり、保護者へ
の協力依頼、事後は取組結果や状況、感想のお便りなどを通
して、継続的な啓発や児童への指導により家庭学習時間は定
着してきている。目標を持って取り組む児童も増えてきた。

家庭学習強化週間の結果、達成できた児童
　７月　Ａ　９３％
１２月　Ａ　９３％
　２月　Ａ　９４％

Ａ
　基礎基本の確実な定着と内
容の充実に向け、今後も児童
に働きかけていくとともに、
保護者にもお便り等で協力を
働きかけていくことを継続す
る。

【生徒指導の３機能を活かした学級集団づ
くり】
　「生徒指導の３機能を生かした授業
づくり」を共通実践し、ＱＵ検査結
果より配慮を要する児童への共通理
解を図り、自他を大切にする学級集
団づくりに努める。

【満足度指標】
　生徒指導３機能を意識した
日常の働きかけにより、児童
が学校生活に安心感や楽しさ
を感じている。

学校生活が楽しいと感じてい
る児童の割合
A　９０％以上
(但しあてはまる＜どちらかと
いうと
　の場合はB）
B　８０％以上
C　７０％以上
D　７０％未満

　生徒指導３機能を意識した授業作りについて教師の自己点
検を毎月行い、課題を明確にして取り組んできた。またQU検
査の結果を生かして支援策を講じてきたが、まだ７人の児童
が楽しさを感じられていない。

児童アンケートの結果
　７月　Ａ　９５％（④６３，③３２，②５）
１２月　Ａ　９５％（④６４，③３１，②４，①１）

Ａ

　
　ＱＵ等を活用しながら、授
業や行事を通して、継続して
一人一人がクラスの居場所と
自己有用感を感じられる取り
組み・指導を行っていく。全
職員で情報共有し共通理解の
もと支援していく。

【道徳教育の充実】
　道徳の時間を要として、家庭との連
携やＧＴの活用により道徳的心情を
深め、道徳教育の充実を図る。

【努力指標】
　人と地域を生かした道徳教
育推進事業の成果を活かし、
家庭との連携やゲストティー
チャーを活用した道徳の授業
により道徳的心情を深めてい
る。

年間２回以上、保護者や地域
人材を活用した道徳の授業を
行った教員の割合
A　８０％以上
B　６５％以上
C　５０％以上
D　５０％未満

　家庭との連携やゲストティーチャーを活用した道徳の授業
を進め、道徳的心情を育んできた。

教職員自己評価の結果
　７月(1回以上)　Ｃ　　５０％
１２月(1回以上)　Ｂ　　７２％
　２月(2回以上)　Ａ　１００％

Ａ
　過去のゲストティーチャー
を活用した道徳授業の実践を
紹介したり、町の先生リスト
を作成したりして、積極的計
画的に活用できる体制を整え
る。

【児童の自主性・主体性の育成】
　よりよい学校・学級づくりに、児
童会や委員会、学級会活動、学校行
事等に自主性・主体性をもって取り
組める児童の育成に努める。

【満足度指標】
　児童会、委員会、学級活動
等において、児童はよりよい
学校・学級づくりに進んで取
り組めたと感じている。

よりよい校風づくりのために
進んで取り組めたと感じてい
る児童の割合
A　８０％以上
B　７０％以上
C　６０％以上
D　６０％未満

　児童会、委員会、学級活動、学校行事等を通して、目標を
もたせ、活動後の振り返りにより、さらによりよい学校・学
級づくりに取り組めるよう働きかけを継続してきた。

児童アンケートの結果
　７月　Ａ　９２％（④５７，③３５，②６，①２）
１２月　Ａ　９５％（④６３，③３２，②３，①２）

Ａ

　次年度も運動会や橘祭りな
どの行事を、高学年を中心
に、自主性を高める機会とと
らえて指導する。また学級の
係や当番活動も充実させ、役
割をはっきりさせて取り組む
ことで自主性主体性を育てて
いく。

【早寝早起きの習慣化】
　健康な生活を創り、元気よく学校生
活を送るために、早寝早起きの大切
さを理解させ、家庭と連携し、生活
習慣の改善を図る。

【成果指標】
　児童は「早寝早起き朝ご
飯」の大切さを理解し、１～
３年生は２１時までに、４～
６年生は２２時までに寝るこ
とができている。

げんきっこカードの取組で就
寝時刻を守れた児童の割合
A　８０％以上
B　７０％以上
C　６０％以上
D　６０％未満

　生活習慣の改善に向けて、保護者と連携しPTA学級委員会
で取り組んだり、早寝早起きの大切さを保健指導や保健便り
で理解させ、毎月のげんきっ子カードで点検してきた。改善
が困難な児童には養護教諭より個別指導も行ってきた。

元気っ子カードの結果
　７月　Ａ　８９％（４～７月の平均）
１２月　Ａ　８３％（９～１２月の平均）
　２月　Ｂ　７９％（１，２月の平均）

Ｂ
　毎日児童全員が就寝時刻を
守れるよう学級活動や保健の
授業等で意識を高め、個別指
導が必要な場合は保護者との
連絡を深めて啓発していく。

【体力の向上】
　体力テストで低評価であった投･跳
の向上のためにスポチャレ「ｼｬﾄﾙﾎﾞｰ
ﾙ」と「８の字跳び」に全校で取り組
み、体力向上を図る。

【成果指標】
　児童はスポチャレに積極的
に取り組んでいる。

スポチャレに積極的に取り組
んだ児童の割合
A　９０％以上
B　８０％以上　　〃
C　７０％以上　　〃
D　７０％未満　　〃

　前期は体育館工事で十分取り組めなかったが、後期は、ス
ポチャレに親しめるように、掲示物等を工夫したり、体育委
員会主催で、スポチャレ大会を実施したりして目標をもた
せ、意欲的に取り組ませることが出来た。

児童アンケートの結果
　７月　Ｂ　８９％（④４９，③４０，②１０，①１）
１２月　Ａ　９３％（④５６，③３７，②４，①３）

Ａ
　今後も体力の向上に向けて
実態把握をもとに、取組を工
夫し展開していく。

【たちばな夢プランの推進】
　優れた芸術文化や働く人の生き方
にふれる特別授業を企画し、生き方
にふれることで夢や目標を育んでい
く。

【満足度指標】
　たちばな夢プランの特別授
業を通して児童が学びを深め
夢や目標をもっている。

特別授業の学習や活動を通し
て夢や目標、生き方について
考えを深めた児童の割合
A　８０％以上
B　７０％以上
C　６０％以上
D　６０％未満

　各学年のふるさと学習や、生き方学習、萬狂言や県立美術
館出前講座等を通して、夢や目標に向かってがんばっている
人との出会いから、児童は夢や目標をもって生きることの素
晴らしさを学んできた。

特別事業実施時のふりかえり作文の記述
児童アンケートの結果
　７月　Ａ　９５％
１２月　Ａ　９７％（④76,　③21,　②2,　①1）

Ａ
　町内の様々な人から、働く
ことについての夢や努力を聞
く機会、体験を通して学ぶ機
会を今後も継続して行い、児
童の夢や目標を考えさせた
い。

【社会性の育成】
　社会性を身につけた児童を地域ぐ
るみで育成するため、あいさつを重
点に、家庭･地域との連携を図り、身
近な人に進んで明るいあいさつがで
きる児童を育てる。

【満足度指標】
　家庭・地域や学校で、児童
は進んで明るいあいさつがで
きている。

進んで明るいあいさつができ
た児童
A　８０％以上
B　７０％以上
C　６０％以上
D　６０％未満

　橘っ子の掟を児童会が推し進め、元気よくあいさつしてい
る児童は９０％を超えるようになった。特に6年生がよい姿
を示した。来客にも進んであいさつできる児童が増えた。
児童アンケートの結果
　７月　Ａ　９７％（④７４，③２３，②，①１）
１２月　Ａ　９７％（④５９，③３８，②１，①２）
保護者アンケートの結果
１２月　Ｂ　８５％（④３０，③５５，②１４，①１）
教職員自己評価の結果
　２月　Ｂ　９２％（④２５，③６７，②８）

Ａ
　
　明るい学校生活を送れては
いるが、自分から進んで大き
な声であいさつできるよう、
今後も児童会の取組を活発に
して意識づけていく。

④
健
や
か
な
体
の
育
成

　生活習慣について、教職
員の努力はうかがえる。今
後一層､保護者への理解と
協力体制作りが望まれる。
ゲームへの依存度も関連す
るかもしれない。

　習い事もたくさんある中
で早寝早起きを推奨してい
くことは難しい面もある
が、今後も家庭と連携して
しっかり取り組むとよい。

　町のスポーツクラブの取
り決めや努力事項をふまえ
て町全体で進められるとよ
い。

⑤
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

　ほぼ１００％を示す保護
者アンケートの回収率は、
学校の教育活動に対する保
護者の信頼感であり、互い
に協力しながら子ども達を
育てている結果である。
　あいさつは今後も続けて
いく大切な取組である。

①
組
織
的
な
学
校
運
営

　運営面では妥当なところ
であろう。全体的に、どの
ような児童を育てたいか、
現状がどうか、明確でわか
りやすくなっている。

　全体的に評価がよくなり
先生方の努力、団結力の素
晴らしさが窺われる。教職
員自己評価は先生方の主観
なので、謙虚さの現れのよ
うに思う。

　２学期末に比べていじめ
未然防止への対応の評価が
よくなっている。結果に対
して自信をもち継続して努
力をお願いしたい。

②
確
か
な
学
力
の
育
成

　児童アンケートより99％
の児童が「授業はわかる」
と答えており、児童が学び
を実感していることは素晴
らしい。考えを発表した
り、深めることが自己有用
感や達成感につながるので
あればとても良いことであ
る。

　学び合いの授業が進んで
いることと、今年度の学力
の向上に関連があるのか、
検証してさらに進めてほし
い。

③
豊
か
な
人
間
性
の
育
成

　授業を中心に、児童が生
き生きと学校生活を送って
いる様子が分かる。全体的
に楽しく学校生活を送って
おり素直で元気である。

　児童アンケートで悩み事
を相談する人がいないと言
う児童に対して目を離さず
見守っていく必要がある。

　学童クラブで、言葉遣い
が大変悪い一部の学年の男
子児童がいる。その都度声
かけし不快になること、相
手を傷つけることに気付か
せていきたい。個別に配慮
が必要な児童についても学
校と情報共有、相談しなが
ら指導していきたい。

　道徳教育の充実につい
て、地域の人材活用は理想
的にはよいが、人材の発
掘、活用には難しい面もあ
るだろう。


